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第１章 計画の概要 

１．計画策定の考え方 

松戸市ではすべての市民がスポーツを通じて健康の維持・増進と体力の向上を図れるよう、

日常生活の中で気軽に参加できるスポーツ活動の機会拡充や支援に努めるとともに、指導者の

養成やスポーツ団体の育成、スポーツ施設の整備・拡充を進めてきました。 

これまで現行計画である「松戸市スポーツ振興マスタープラン」の施策を推進してきた中、

平成 23年８月に「スポーツ基本法」が施行され、国は平成 24年３月に「スポーツ基本計画」、

平成 29年３月に「第２期スポーツ基本計画」、令和４年に「第３期スポーツ基本計画」が策定

されました。 

昨今スポーツ政策では、「スポーツ参画人口」を拡大するとともに、他分野との連携・協働に

ついても取組が進められてきました。 

市民の健康やスポーツへの意識の高まりに加え、国際スポーツ大会の開催等によりスポーツ

気運の醸成が図られるとともに、障害の有無に関わらずだれもがスポーツに親しむことができ

る一方で、新型コロナウイルス感染症の感染拡大による体力低下や地域コミュニティ力の低下、

スポーツ活動・観戦機会の減少をはじめとする、スポーツを取り巻く社会環境は大きく変化し

ました。 

こうした状況を踏まえ、松戸市では、スポーツの社会的役割の増大、新たなスポーツへのか

かわりに関する需要に対応していくとともに、あらためて市民のだれもが、いつでも、どこで

もスポーツに親しむことができるよう、新たなスポーツ推進計画を策定することとしました。      

２ 



 
２．計画策定の背景   

（１）計画策定の社会的背景 

松戸市では、平成 15年に策定した「松戸市スポーツ振興マスタープラン」に基づき、市民の

健康増進や高齢者の生きがいづくり、障害者の社会参加などを目的に市のスポーツ振興を図っ

てきました。また、令和３年には「ＮＥＣグリーンロケッツ東葛」、「株式会社日立物流陸上部」

と連携協定を締結※1※2し、企業等との連携によるスポーツ施策の推進にも取り組んでいます。 

一方で、令和２年度からの新型コロナウイルス感染症の感染拡大の影響により、東京 2020オ

リンピック・パラリンピック競技大会（以下、「東京 2020大会」）の延期をはじめとして、様々

なスポーツイベント等の中止が相次いだほか、外出自粛等により体力の低下などが懸念される

状況となっています。松戸市においても、第 65 回松戸市七草マラソン大会が延期となったほ

か、市内の公共施設の利用制限が実施されるなど、市のスポーツ施策や市民の生活にも影響が

及んでいます。 

スポーツは、体力の向上やストレスの解消、生活習慣病予防、介護予防等、心身の両面にわ

たり健康の保持増進に不可欠なものです。新型コロナウイルス感染症の影響下においても、市

民一人ひとりが身近な場所で気軽にスポーツに触れることのできる環境が求められます。      

 
※１ ＮＥＣグリーンロケッツ東葛と松戸市はホストエリアに設定された他自治体と一丸となって同

チームを支援するとともに、市民と選手との交流イベントなど、新たな連携事業を構築してい

くことを目的とし「ラグビーを通じた地域振興・地域貢献の相互連携に関する協定」を締結し

ています。 

※２ 株式会社日立物流陸上部と松戸市は陸上競技を通じて地域振興・地域貢献に取り組み、市民サ

ービスの向上と健康づくりによって、豊かな社会生活を実現することを目的とし「陸上競技を

通じた地域振興・地域貢献の相互連携に関する協定」を締結しています。 

ＮＥＣグリーンロケッツ東葛との 
協定書 調印式のようす 

株式会社日立物流陸上部との 
協定書 調印式のようす 
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写真挿入予定 



第１章 計画の概要 

（２）国・県の動向 

①国の動向 

昭和 36年に制定された「スポーツ振興法」は制定から 50年が経ち、文部科学省は、スポー

ツを行う目的の多様化や地域スポーツの活発化などの状況の変化を受け、平成 23 年に「スポ

ーツ基本法」を制定しました。 

平成 24年には、スポーツに関する施策を総合的・計画的に推進するため、10年間を計画期

間とした「スポーツ基本計画（第１期）」を策定し、平成 29年には「第２期スポーツ基本計画」

を策定しました。 

平成 27 年に文部科学省の外局として設置されたスポーツ庁は、この第２期スポーツ基本計

画に基づいて日本のスポーツ政策を推進しており、スポーツを「する」「みる」「ささえる」参

画人口の拡大をめざし、成人の週１日以上のスポーツ実施率を 65％以上にすることを目標に掲

げています。また、スポーツ環境の基盤となる「人材」と「場」の充実にむけて、指導者やボ

ランティアの育成・確保、総合型地域スポーツクラブの質的充実、スポーツ施設やオープンス

ペースの有効活用等のスポーツに親しむ場の確保を推進しています。 

平成 29 年には、アーバンスポーツ※3の普及促進と、東京 2020 大会の機運醸成という２つ

の目標を掲げ、日本アーバンスポーツ支援協議会が発足しています。 

平成 30年には「スポーツ実施率向上のための行動計画」を策定し、国民全体に向けたスポー

ツ実施率向上の取組に加え、ビジネスパーソン、高齢者、障害者などの対象に焦点を当てた取

組を推進しています。 

平成 31 年には「障害のある人のスポーツ活動を支援する～障害者のスポーツ活動推進プラ

ン～」を策定し、障害者の活躍の場、スポーツ参画の拡大を推進しています。 

②千葉県の動向 

現行の第 12 次推進計画は、スポーツ基本法（平成 23 年６月公布）、千葉県体育・スポーツ

振興条例（平成 22年 12月制定）に基づき、県総合計画「新 輝け！ちば元気プラン」及び「第

２期千葉県教育振興基本計画 新 みんなで取り組む『教育立県ちば』プラン」（平成 28年３月

策定）の趣旨を踏まえて策定されました。 

また、各部局の施策を加味するため、総合企画部・健康福祉部・商工労働部・県土整備部・

農林水産部及び教育庁内関係課とで構成された策定検討会議で検討し、計画に反映することと

しています。 

これからの千葉県の体育・スポーツのあるべき姿を展望し、「全ての県民が多面にわたるス

ポーツの価値を基盤にしながら、健康で活力ある生活を送り、互いに支え合う『スポーツ立県

ちば』」の一層の推進を目指すため、次の３点を特徴としています。 

（１） 超高齢社会に備えた体育・スポーツの推進 

（２） 障害者の体育・スポーツの推進 

（３） オリンピック・パラリンピックのアクションとレガシー  

 
※３ ＢＭＸやスケートボードなどの都市型スポーツ 



 
３．本計画の位置づけ 

この計画は、「松戸市総合計画」、2030年に向けた松戸市教育委員会の指針「学びの松戸モデ

ル」との整合を図ると共に、その他の関連する行政部門の計画にも連携した内容とします。ま

た、スポーツ振興の目的を市民の健康増進や高齢者の生きがいづくりにとどまらず障害者の社

会参加などの視点からとらえることとします。                 
４．計画期間 

本計画の期間は、「松戸市総合計画」の期間に準じ、令和４年度(2022年）から令和 11年度

(2029年）までの８年間とします。 

   



第１章 計画の概要 

５．本計画におけるスポーツとは 

野球やサッカーなど一定のルールに基づき競技として行うものに限定するものだけではな

く、身体を動かす事を意識して行う散歩や体操、レクリエーションなども含みます。 

また、従来のスポーツに加えて、インディアカなどのニュースポーツ、ＢＭＸなどのアーバ

ンスポーツも含みます。   

 

 

 

写真挿入予定 
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第２章 松戸市の現状と課題  
１．スポーツをとりまく市の動向 

（１）人口 

松戸市の人口は、昭和 30年代半ば頃まで概ね横ばいで推移していましたが、その後増

加に転じ、平成６年には 463,973 人となりました。その後も緩やかに増加を続け、令和

２年度現在で、493,085人となっています。 

また、将来人口推計によると、今後、市の人口は減少することが推計されています。年

齢３区分別人口では、年少人口（０～14歳）および生産年齢人口（15～64歳）が減少す

る一方で、老年人口（65歳以上）は今後増加することが見込まれています。 

 

 
出典：「日本の地域別将来推計人口（平成 30年推計）」（国立社会保障・人口問題研究所）  

 
出典：「日本の地域別将来推計人口（平成 30年推計）」（国立社会保障・人口問題研究所） 
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（２）総合計画 

松戸市では、令和４年３月に「松戸市総合計画」を策定しました。総合計画は、市政運

営の基本となるもので、市の政策の基本的な方向を総合的、体系的にまとめた市政に関

する最上位の基本的かつ総合的な計画です。 

同計画では、市のスポーツ推進に関する施策、評価指標について、以下のように示され

ています。「学びの松戸モデル」の施策の実現にむけ、多様な市民が気軽にスポーツを楽

しむ機会を充実していくこととしています。 

   
基本目標 1 子育て・教育・文化 

～子育て・教育・文化を軸とした都市ブランドづくり～  
１－２「学びの松戸モデル」の推進（政策） 

（３）スポーツを楽しむことができるようにする（施策） 

●「みる」「ささえる」スポーツの充実を図ります。 

●気軽にスポーツを楽しむ機会の充実を図ります。  
重要業績評価指標（ＫＰＩ） 

◆運動公園施設利用者数 

274,774人(令和元年度) → 319,000人(令和 11年度) 

◆各種スポーツ教室及び大会等の参加人数 

20,000人 (令和元年度) → 36,800人 (令和 11年度) 

 

 

 

 

  
   



第２章 松戸市の現状と課題  
２．松戸市のスポーツ施設の状況 

（１）松戸市内の主な公立スポーツ施設 一覧 

  
 

 

   



 
 

 

 

     



第２章 松戸市の現状と課題  
３．市民のスポーツ活動の実態   

（１）スポーツ推進に関する調査の概要 

本計画の策定にあたって、スポーツに関する活動やニーズを把握するため、市民の 16

歳以上の方及び市内の小学生、中学生に対して「スポーツに関するアンケート調査」を実

施しました。以下に、その結果の中から、主な内容を示します。 

 

①市民向け調査 

調査対象 16歳以上の松戸市民 

調査期間 2019年 10月 21日（月）～11月 11日（月） 

調査方法 「住民基本台帳」から無作為抽出し、郵送配付・回収 

回 収 数 1,160人（回収率 42.8％） 

調査項目 

・あなたご自身について 

・スポーツの実施状況について 

・スポーツに対する考え方について 

・スポーツ施設について 

・「みる」「ささえる」スポーツについて 

・スポーツに関する情報について 

②ヒアリング 

調査対象 松戸市内に所在するスポーツ関連団体等 ６団体 

調査期間 2019年 12月 

調査項目 

・他の団体等との連携について 

・運営上の課題について 

・今後の活動について 

③子ども向け調査 

調査対象 小学校 ６校、中学校 ５校 

調査期間 2019年 11月１日（金）～11月 14日（木） 

調査方法 郵送配付・回収 

回 収 数 小学生 445件 中学生 674件 

調査項目 

・あなたご自身について 

・スポーツの実施状況や考え方について 

・おうちの人との運動やスポーツについて 

・「みる」「ささえる」スポーツについて     



 

ほぼ毎日

15.5 

週に３～４回

18.5 

週に１～２回

30.0 

月に１～２回

15.4 

２～３か月に１回

5.7 

年に数回

12.7 

無回答

2.1 
（N=940）

ほぼ毎日

43.2 

週に３～４回

19.4 

週に１～２回

19.9 

月に１～２回

7.1 

２～３か月に１回

3.0 

年に数回

5.0 
無回答

2.3 

（N=1,035）

（２）スポーツ推進に関する調査の結果 

■市民の週１日以上スポーツ実施率は 51.9％ 

スポーツを実施していると回答した人（940人）の実施頻度をみると、「週に１～２回」

が 30.0％と最も多く、次いで「週に３～４回」が 18.5％、「ほぼ毎日」が 15.5％となっ

ています。 

松戸市民のスポーツ実施率※１は 51.9％となっており、半数以上の市民が週に１日以上

何らかのスポーツに取り組んでいる状況が伺えますが、国のスポーツ実施率を下回る結

果となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※１「松戸市民のスポーツ実施率」 

週１日以上スポーツをしている人（602人）／回答者総数（1,160人）=51.9％ 

【参考】国のスポーツ実施率=59.9％（令和２年度）   
■子どもの週１日以上スポーツ実施率は 76.3％ 

スポーツを実施していると回答した子ども（1,035 人）の実施頻度をみると、「ほぼ毎

日」が 43.2％と最も多く、次いで「週に１～２回」が 19.9％、「週に３～４回」が 19.4％

となっています。 

子どものスポーツ実施率※２は 76.3％となっており、４人に３人は週に１日以上スポー

ツに取り組んでいることがわかります。 

 

 

 

 

 

 

   
※２「子どものスポーツ実施率」 

週１日以上スポーツをしている人（854人）／回答者総数（1,119人）=76.3％  

出典：市民向け調査 

出典：子ども向け調査 



第２章 松戸市の現状と課題  
■30歳代のスポーツ実施率が低くなっている 

週に１回以上スポーツを行っている人は、「70 代」で 81.3％と最も多く、次いで「10

代」で 80.5％、「60代」で 69.9％となっています。 

20代、30代では週に１回以上スポーツを行っている人が５割未満となっており、他の

年代に比べ特に少なくなっていることがわかります。 

 

 

■健康や体力の維持・増進のためにスポーツを行っている市民が多い 

「健康や体力の維持・増進のため」が 74.9％と最も多く、次いで「ストレス解消のた

め（気晴らし）」が 30.3％、「友人、仲間との交流のため」が 22.2％となっています。  
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70代以上(N=268)

ほぼ毎日 週に３～４回 週に１～２回 月に１～２回

２～３か月に１回 年に数回 無回答

74.9

30.3

22.2

21.5

18.4

18.1

7.1

5.5

5.2

4.6

3.2

2.2

3.4

4.4

0.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（N=940）

健康や体力の維持・増進のため

ストレス解消のため（気晴らし）

友人、仲間との交流のため

運動することが楽しい、おもしろい、好きだから

レジャー（余暇利用）として、生活を楽しくするため

美容やダイエットのため

気力・精神力の養成のため

自己の記録や能力を向上させるため

家族や子どもと練習のため

運動施設や場所が近くにあるから

試合や大会で勝つため

地域でのコミュニケーションを図るため

その他

ただなんとなく、特に理由はない

無回答

出典：市民向け調査 

出典：市民向け調査 

（複数回答設問） 



 
■仕事や家事、育児で忙しく時間がないため、スポーツを行えていない市民が多い 

「仕事･家事・育児が忙しくて時間がないから」が 43.6％と最も多く、次いで「機会が

なかったから」が 40.4％、「身体的な問題」が 19.3％となっています。 

年代別にみると、スポーツ実施率の低くなっている 30代では、「仕事･家事・育児が忙

しくて時間がないから」が多くなっています。 

 

※10代、20代は回答者数が少ないため割愛   

43.6

40.4

19.3

18.8

17.4

14.2

13.8

9.2

3.2

1.8

5.5

15.1

2.3

0% 20% 40% 60%

（N=218）

仕事 家事・育児が忙しくて時間がないから

機会がなかったから

身体的な問題

お金がかかるから

年をとったから

仲間がいないから

スポーツが好きではないから

場所や施設がないから

サポートしてくれる人がいないから

指導者がいないから

その他

特に理由はない

無回答

年代 

（回答者数） 

１位 ２位 ３位 

理由 割合 理由 割合 理由 割合 

30代 

（30） 

仕事・家事・育児が忙しく

て時間がないから 
70.0％ 機会がなかったから 50.0％ お金がかかるから 33.3％ 

40代 

（37） 

仕事・家事・育児が忙しく

て時間がないから 
62.2％ 機会がなかったから 37.8％ お金がかかるから 27.0％ 

50代 

（42） 
機会がなかったから 52.4％ 

仕事・家事・育児が忙し

くて時間がないから 
47.6％ お金がかかるから 21.4％ 

60代 

（41） 

仕事・家事・育児が忙しく

て時間がないから 
48.8％ 機会がなかったから 41.5％ 特に理由はない 22.0％ 

70代以上 

（57） 
年をとったから 40.4％ 身体的な問題 35.1％ 特に理由はない 26.3％ 

出典：市民向け調査 

（複数回答設問） 
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■スポーツに無関心な層は、市民 9.9％、子ども 11.5％ 

市民も子どもも、「現在、定期的（週に１回以上）にスポーツを行っている。また、６

か月以上継続している。」が最も多く、市民 36.9％、子ども 60.1％となっています。 

一方で、「現在、スポーツを行っていない。また、これから先も、するつもりはない。」

は、市民 9.9％、子ども 11.5％となっています。 

市民も子どももスポーツに無関心な層が一定数いることが伺えます。 

 

 

■スポーツを実施した場所は、道路や公園などが多い 

「道路や公園など」が 62％と最も多く、次いで「民間スポーツ施設」が 32.4％、「自

宅」が 23.7％となっています。 

体育館やプール、運動場などの公共のスポーツ施設の利用は、およそ２割となってお

り、一部の利用にとどまっています。   

9.9

11.5

32.2

7.9

14.7

12.0

3.8

5.1

36.9

60.1

2.5

3.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

市民(N=1,160)

子ども(N=1,119)

現在、スポーツを行っていない。また、これから先も、するつもりはない。

現在、スポーツを行っていない。しかし、何かきっかけがあれば、近い将来に始めようと思っている。

現在、スポーツを行っている。しかし、定期的（週に１回以上）ではない。

現在、定期的（週に１回以上）にスポーツを行っている。しかし、始めてから６か月未満である。

現在、定期的（週に１回以上）にスポーツを行っている。また、６か月以上継続している。

無回答

62.0

32.4

23.7

21.2

15.2

8.6

5.7

2.4

2.2

1.7

6.5

0.9

0% 20% 40% 60% 80%

（N=940）

道路や公園など

民間スポーツ施設

自宅

公共のスポーツ施設

（体育館・プール・運動場など）

海・山・川

学校の校庭・体育館

市民センター等の集会施設

（集会室・和室・体育室など）

高齢者向け施設

空地・広場等の私有地

職場スポーツ施設

その他

無回答

出典：市民向け調査、 
子ども向け調査 

出典：市民向け調査 

（複数回答設問） 

 



 
４．課題と対応の考え方 

（１）スポーツ推進の課題  
課題① 市民のスポーツ推進 

令和元年度に行った調査によると、週１日以上のスポーツ実施率は、市民 51.9％、子

ども 76.3％となっています。特に、男女とも 30歳代でのスポーツ実施率が低くなってお

り、仕事や家事、育児が忙しく、時間がないことが理由として多く挙げられています。ま

た、市民、子どもともに一定数の無関心層がおり、そうした層に対する働きかけも求めら

れます。 

さらに、年齢や性別、障害の有無等にかかわらず、全ての人々がスポーツを通じて、地

域社会との絆を深めることは、健康長寿社会の実現とともに共生社会の実現に向けて重

要であり、国では障害者スポーツの振興を重点施策に盛り込んでいることからも、障害

者スポーツの推進も重要になります。 

課題② 身近なスポーツ環境の整備 

スポーツを行った人の６割以上は、道路や公園などの場所を活用しています。松戸市

の公共スポーツ施設の整備水準は低く、老朽化が進んでいる状況です。アーバンスポー

ツや地域のニーズを踏まえるとともに、中核施設、地域拠点施設、地域スポーツ施設は計

画的な環境整備が求められます。 

また、だれもが気軽に楽しめるスポーツや都市型スポーツへの参画人口増加を目指

し、イベント等を通じて身近でスポーツに触れることのできる機会をより一層充実し

ていくことが重要であるといえます。 

課題③ 人材・組織の育成、連携・協働 

今後、高齢化の進展が予想されている中で、スポーツ推進を担っていく人材の不足が

懸念されます。そのため、スポーツ指導者やスポーツ推進を担う人材の育成を進めると

ともに、学校の部活動との連携の充実など、連携・協働を図ることで、市の抱える様々な

資源を有効に活用していくことが必要になります。 

課題④ スポーツを通じた連携・協働と東京 2020大会レガシーの継承 

松戸市では、日立物流陸上部と連携したかけっこ教室、ＮＥＣグリーンロケッツ東葛

と連携したタグラグビー教室の開催など、民間企業と連携した取組を推進しています。

国の「第３期スポーツ基本計画」においてスポーツの枠を超えて異分野と積極的に連携・

協働することの必要性が指摘されていることからも、松戸市においても多様な主体の連

携・協働によるスポーツの機会創出が求められます。 

また、令和３年度に開催された東京 2020大会と大会開催までの取組の成果をレガシー

として活用していくことで、将来にわたり“やさシティまつど”の魅力を高めることが求

められます。  
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（２）課題対応の考え方 

 

今後のスポーツ施策の課題に対する対応の考え方について以下のように整理しました。  
考え方① スポーツを楽しむきっかけの充実 

新型コロナウイルス感染症の影響下においても、年齢や性別、障害の有無に関わらず

市民のだれもが、スポーツを楽しめるきっかけをつくるとともに、スポーツをしたいと

考えている市民に対しては、気軽にスポーツを楽しむ機会を充実するなど、スポーツ施

策を推進します。また、スポーツに無関心な層に対しては、「みる」「ささえる」スポーツ

を通して関心を喚起します。  
考え方② 身近なスポーツの場の整備と効果的な運用 

施設の整備方針を明らかにし、障害の有無に関わらず、市民のだれもが身近に感じる

ことのできるスポーツ施設の整備に取り組みます。また、スポーツ実施率が低い働き・子

育て世代がスポーツをしやすい環境も充実していきます。 

あわせて、だれもが気軽に参加できるスポーツイベントの開催を支援するなど、身近

な場所でスポーツにふれる機会を充実していきます。さらに、より一層市民がスポーツ

を身近に感じることができるよう、スポーツに関する情報の効果的な発信に努めます。  
考え方③ スポーツをささえる人材・組織の育成と連携・協働 

スポーツ推進を担っていく人材の不足が懸念されているため、スポーツ関係団体、民

間事業者等と連携・協働し、様々な面からスポーツをささえる人材・組織の育成に取り組

みます。また、そうした人材・組織を活用し、競技力向上の取組を推進するなど、人材・

組織の活躍の場を充実します。  
考え方④ スポーツを通した連携・協働 

学校・家庭・地域における連携だけでなく、民間企業やスポーツ以外の分野との連携・

協働を通して、スポーツ推進や地域振興を図ります。また、東京 2020大会に向けて、こ

れまで様々な取組を行ってきましたが、そうした取組も東京 2020大会のレガシーとして

活用し、松戸市のスポーツ振興やスポーツを通した地域づくりにつなげていきます。     
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施策展開  



第３章 施策展開 

１．基本理念 
 

だれもが一生涯スポーツに親しめるまち まつど 
 

年齢や性別、障害の有無、ライフステージに応じて、だれもがスポーツに親しむことが

できるよう施策を展開し、その結果として市民のだれもがスポーツに親しんでいるまち

を目指します。 

また、市は市民のだれもがスポーツに親しめるまちづくりを通して、人と人、地域をつ

なぎ、担い手不足や資源が十分に活用できていないといった課題の解決を目指します。    
２．数値目標 

・スポーツ実施率 

国の第２期スポーツ基本計画では、ライフステージに応じたスポーツ活動の推進とそ

の環境整備を行い、その結果として、成人のスポーツ実施率を週１回以上が 65％程度と

することを目標としています。 

松戸市においても、成人の週１回以上のスポーツ実施率を 65％とすることを目標とし

て、市民のスポーツ活動の活性化に向けた取組を推進していきます。 

 

   



 
３．基本目標 

計画の課題と対応の考え方をふまえ、本計画の基本目標を以下の４つに整理しました。     



第３章 施策展開 

４．施策の体系     
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基本目標１  
スポーツを楽しむきっかけの充実 

（１）ライフステージ・ライフスタイルに応じたスポーツ活動の支援 

人々のスポーツとの関わり方はライフステージやライフスタイルによって異なります。

そのため、子どもや成人、高齢者などライフステージに応じたスポーツ機会の提供のほ

か、働き世代や子育て世代など様々なライフスタイルの人がスポーツに取り組めるよう

に機会の創出に努めます。   
① 各種事業の開催 

市民のだれもが、無理なくできるスポーツをはじめ、各種事業を通してスポーツの

楽しさを伝えます。 

② 幼少期からのスポーツ体験の推進 

小学校に入る前の幼少期において、様々な運動・

外遊びを習慣化させて、成長に応じた運動やスポ

ーツの実践につなげます。 

③ 子どものスポーツ機会の確保 

学校の部活動や地域のクラブなどスポーツをす

る場所を確保するとともに、子どもたちが楽しく

スポーツを行い、生涯にわたってスポーツを習慣

化できるよう機会の確保に努めます。 

④ 働き世代・親子で楽しむスポーツイベントの実施 

スポーツ推進に関する調査において、忙しく時間が無いことを理由に 30 歳代のス

ポーツ実施率が低下していることを踏まえ、親子で参加できるスポーツイベントの実

施や働き世代が参加しやすいように場所や時間を配慮します。 

⑤ 成人のスポーツ機会の確保 

性別や年齢などを問わず、だれもが気軽に、いつまでも豊かなスポーツライフを送

ることができるようスポーツ機会の確保に努めます。 

⑥ 高齢者がスポーツに親しむ機会の創出 

加齢に伴う身体機能の低下やライフスタイルの違いに合ったスポーツ環境づくり

を進めることで、だれもが無理なくスポーツに親しんでもらえるよう努めます。 
主な取組 

ウォーキング健康プログラム・ 
歩き方 

 

 

 

写真挿入予定 



 
（２）地域におけるスポーツ活動の支援 

地域においては、スポーツ推進委員によるスポーツの楽しさを伝え、だれもが気軽に

スポーツに親しめる環境づくりの活動などが、大きな役割を果たしています。引き続き、

子どもから高齢者まで多くの市民が身近なところでスポーツを楽しむことができるよう、

環境づくりに努めます。また、スポーツを実施するだけでなく、身近な場所でスポーツを

観戦することができるよう機会の充実も図ります。   
① 地域スポーツ振興事業 

いつでも、どこでも、だれでも身近な場所でスポーツに親しめるよう、地域におけ

るスポーツ活動を活性化する取組みを行います。 

② 地区スポーツ教室の開催 

年間を通してグラウンド・ゴルフやカローリングといった様々な種目のスポーツ教

室を開催します。 

③ スポーツ観戦の機会の充実 

スポーツ観戦はスポーツの楽しさの認識や感動を共有できる機会となるため、パブ

リックビューイングなど、スポーツ観戦の機会を充実します。 

④ 多様なスポーツ機会の提供 

市民のだれもが目的やレベルなどに合わせてスポーツに親しむことができるよう、

多様なスポーツ機会を提供します。 

だれもが気軽に楽しめるスポーツや都市型スポーツへの参画人口増加を目指し、ニ

ュースポーツ※4、アーバンスポーツの機会を充実する方策を検討していきます。   
 

※４ 20世紀後半以降に新しく考案された軽スポーツ 

主な取組 
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基本目標２  
身近なスポーツの場の整備と効果的な運用 

（１）スポーツ施設等の適正な環境整備と活用 

スポーツ施設は、スポーツを実施する際の基盤であるだけでなく、観戦や支援などあ

らゆるスポーツ活動を行う上で重要な基盤となります。また、学校施設開放は地域住民

の身近なスポーツ環境として重要な役割を果たしています。 

市民が身近な場所で安全で快適にスポーツに親しめるよう、施設を適切に維持管理す

るとともに、利用促進を図ります。    
① 計画的な施設整備の推進 

スポーツ施設等の利用状況や維持管理費用等も踏まえた改修や適正配置の検討、新

たなニーズに対応した施設に関する調査・研究など、計画的な施設整備を推進します。 

② 学校体育施設開放運営委員会の運営指導 

学校体育施設開放運営委員会の運営指導により、市内の小・中学校の施設を適切に

開放・運営し、より多くの市民が気軽にスポーツを親しめる場として積極的に活用し

ます。 

③ スポーツ施設の適正な管理運営 

スポーツ施設等の管理運営において民間の活力や知識などを活用するために指定

管理者制度を導入し、市民サービスの向上と経費の縮減を図っていきます。 

 

 

   

主な取組 



 
④ バリアフリー、ユニバーサルデザインの推進 

スポーツ施設の工事・修繕を行っていく際には、バリアフリーやユニバーサルデザ

インを推進し、高齢者や障害者だけでなく、すべての人が利用しやすい施設とするよ

う配慮します。 

⑤ 身近な場におけるスポーツ活動の推進 

公園や近隣の公共施設など身近な場を有効活用することで、市民がスポーツに親し

むことができる環境づくりに努めます。 

   

バリアフリー 

 

 

 

写真挿入予定 

 

 

 

写真挿入予定 
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（２）スポーツイベントの開催支援と交流の拡大 

スポーツイベントは、交流人口を拡大させ、地域経済の活性化やまちの知名度を高め

る効果も期待されます。松戸市がこれまで行ってきた様々なスポーツイベントを、より

魅力的で楽しいイベントとするよう努めることで、市の内外から多くの方に参加いただ

き交流人口の拡大を図ります。    
① 松戸市国際スポーツ交流事業 

スポーツを通じた近隣諸国との友好親善及び市内スポーツの競技力向上を図るこ

とを目的に、松戸市国際スポーツ交流事業を行います。 

② 市民運動会の開催・協力 

毎年、スポーツの日を中心に市内各地区で行われる市民運動会の開催・協力を行い

ます。 

③ 地区開催の各種大会の開催・協力 

地区社会福祉協議会や町会などが主催して行われる様々な大会をはじめ、地区開催

の各種大会の開催・協力を行います。 

④ 市民体育祭の開催 

野球や陸上競技をはじめ、様々な競技の大会を行う市民体育祭を開催します。 

⑤ スポーツ・レクリエーション大会等の開催支援 

市内の各地区において行われるスポーツ・レクリエーション大会等の開催を支援し

ます。また、より多くの市民が参加する規模の大会等の開催にあたっては、民間事業

者と連携・協働した開催を検討していきます。 

   
主な取組 

国際交流 国際交流 

 

 

 

写真挿入予定 

 

 

 

写真挿入予定 



 
（３）スポーツ情報の発信 

スポーツに関する情報を適切かつタイムリーに発信することは、市民がスポーツを「す

る」「みる」「ささえる」活動をする上で重要です。市では広報紙やホームページなどのほ

か、ＳＮＳなどの媒体を活用し、情報を発信していますが、性別や年齢などを問わず、だ

れもが適切にスポーツに関する情報を受け取ることができるよう努めます。    
① スポーツ施設に関する情報発信 

施設の設備や利用料金、休館や予約状況など、スポーツ施設に関するあらゆる情報

を発信します。 

② スポーツイベント等に関する情報発信 

市民運動会や市民体育祭など、市内で開催される様々なスポーツイベントの情報を

発信します。 

③ 市ゆかりのアスリートに関する情報発信 

東京 2020 大会をはじめ、様々な大会で市にゆかりのある多くのアスリートが活躍

しています。そのような市にゆかりのあるアスリートに関する情報を発信します。 

④ 多様な媒体による情報発信 

広報紙やホームページ、ＳＮＳなど様々な媒体を活用し、スポーツに関する情報を

必要とする市民に届けられるように努めます。     主な取組 

松戸市民スポーツ 

情報誌「アゴラ」 

 

 

 

写真挿入予定 



第３章 施策展開 

基本目標３  
スポーツをささえる人材・組織の育成と連携・協働 

（１）スポーツ指導者の育成・活用 

市民がそれぞれのレベルやニーズに合わせて、安全で豊かなスポーツライフを送る上

で、適切な指導を行うことができるスポーツ指導者の存在は不可欠です。そのため、専門

的な知識を持った指導者、スポーツの楽しさを伝えられる指導者など、市民の多様なニ

ーズに応えることのできるスポーツ指導者の育成と活用に努めます。    
① スポーツをささえる人材の育成 

皆様が安全に、そしてより楽しくスポーツ活動を行っていただけるよう、様々な研

修会を行い、スポーツ推進委員の技術向上に取り組みます。 

また、研修会等を開催し、スポーツイベントや大会をささえる人材の育成にも取り

組んでいきます。 

② 松戸市スポーツ指導者バンク事業の推進 

指導者のいない松戸市内で活動しているスポーツ団体に、スポーツ協会認定の指導

者を派遣します。   

主な取組 

指導者バンク 指導者バンク 

 

 

 

写真挿入予定 

 

 

 

写真挿入予定 



 
③ 一般財団法人松戸市スポーツ協会の育成指導 

一般財団法人松戸市スポーツ協会が指導者を育成・指導します。 

④ 適切な指導のための講習会等の実施 

適切な指導を行うため、スポーツ指導者などを対象に講習会や研修会などを実施し

ます。        
「スポーツで元気いっぱい！親子体験イベント」  

ラケットテニスを体験しよう！！ 

 

 

 

写真挿入予定 



第３章 施策展開 

（２）トップアスリートの支援 

市にゆかりのあるトップアスリートの活躍は、市民のスポーツに対する意識の高揚や

子どもたちに夢や目標を抱かせるきっかけとなるものです。そのため、トップアスリー

トの育成に向けた強化の取組のほか、トップレベルを目指す上で必要な施設整備といっ

た環境面の支援など、様々な角度からトップアスリートを支援していきます。    
① 選手、愛好者育成・強化事業の実施 

国際大会や全国大会など、トップレベルで活躍するアスリートの輩出をめざし、育

成・強化に努めます。 

また、松戸市にゆかりのある千葉県の障がい者アスリートの強化・支援を通して障

がい者スポーツの発展や競技人口の増加に寄与する事業を実施します。 

② 優秀な成績を収めた選手・団体の支援 

市にゆかりのあるアスリートや団体が、競技力を向上させ、更なる活躍につなげら

れるよう、優秀な成績を収めた選手・団体を支援します。 

③ 施設整備による環境づくり 

アスリートが競技力の向上を図れるように、施設設備を充実するなど環境づくりに

努めます。 

④ アスリート等の表彰 

国際大会や全国大会をはじめ、トップレベルで活躍するアスリートの顕彰制度を一

層充実します。     
主な取組 



 
（３）スポーツ活動支援組織等の充実 

地域においては、総合型地域スポーツクラブやスポーツ少年団、スポーツサークル、ス

ポーツボランティアなど、様々な主体がスポーツを「する」「ささえる」活動を展開し、

市民のスポーツライフに寄与しています。今後、市民のスポーツライフのより一層の充

実のため、地域でスポーツを「する」「ささえる」活動を展開する各主体の充実を図りま

す。    
① スポーツ推進審議会の開催 

スポーツ推進審議会を開催し、松戸市におけるスポーツ振興施策を総合的かつ体系

的に推進します。 

② 総合型地域スポーツクラブ運営支援 

市民が身近な地域で、自身の目的やレベルに合わせて無理なくスポーツに親しめる

ように、総合型地域スポーツクラブの運営支援を行います。 

③ スポーツ少年団等の活動支援 

スポーツ少年団等の活動を支援し、技術の向上を図るとともに、子どもたちの健全

な育成に努めます。 

④ スポーツ関係団体・サークルの活動支援 

幅広い世代の市民が、地域において豊かなスポーツライフを送れるよう、地域のス

ポーツ関係団体やサークルの活動を支援します。 

   主な取組 



第３章 施策展開 

基本目標４  
スポーツを通した連携・協働 

（１）スポーツを通した学校と地域の連携 

学校におけるスポーツとの関わりは、児童・生徒が生涯にわたって健康でいきいきと

生活するための基礎体力を身に付ける上で重要です。スポーツを通した学校と地域の連

携により部活動、課外活動等において運動機会の充実を図り、児童・生徒の体力の向上や

運動・スポーツの習慣化などにつなげます。    
① 部活動指導員や外部指導員等の活用 

部活動指導員や外部指導員を効果的に活用することで、児童・生徒の体力や技術の

向上につなげるとともに、教員の負担軽減につなげます。 

また、トップアスリートを学校にむかえ、児童・生徒に「夢を持つことの大切さ」

や「仲間と協力することの大切さ」を伝えていく取組を実施し、運動・スポーツへの

関心を喚起していきます。 

② スポーツの学校観戦の機会の創出 

学校行事におけるスポーツを観戦する機会を創出し、スポーツの楽しさを伝えるこ

とで、スポーツへの関心を高めます。 

③ 総合型地域スポーツクラブとの連携 

学校と総合型地域スポーツクラブの連携を図り、児童・生徒の体力の向上や運動・

スポーツの習慣化などにつなげるとともに、指導者の派遣などを通じた交流などを行

います。   主な取組 



 
（２）民間活力の導入によるスポーツ振興 

松戸市は、複数の社会人スポーツチームの本拠となっているほか、市にゆかりのある

トップアスリートも数多くいます。そうした民間企業との連携により、市民のスポーツ

活動をより充実したものとするとともに、スポーツを通して活気のあるまちとなるよう、

取組を推進します。また、市にゆかりのトップアスリートと連携・協働することでスポー

ツの魅力を発信するほか、市のＰＲにもつなげていきます。    
① 民間企業と連携したスポーツ教室の実施 

民間企業と連携したスポーツ教室を実施することで、子どもたちに技術とともにス

ポーツの楽しさを伝えます。 

② スポーツを通じた地域振興・地域貢献の取組の推進 

スポーツを他の様々な資源と結びつけることで、地域の魅力づくりの核とし、地域

経済の活性化など地方創生につなげます。 

③ トップアスリートとの連携・協働 

トップアスリートとの連携・協働により松戸市のＰＲにつなげていくとともに、子

どもたちとトップアスリートの交流などを行います。      

主な取組 

株式会社日立物流 陸上部 
かけっこ教室 

 

 

 

写真挿入予定 
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第４章 計画の推進にあたって  
１．計画の推進体制 

本計画の推進にあたっては、行政だけでなく市民やスポーツクラブ、トップアスリー

トまで様々な主体がお互いに連携・協力しながら、取組を進めることによって、基本理念

の実現を目指します。 

なお、円滑な計画の推進に向けて、各主体に期待される役割を以下に示します。 

（１）市民 

それぞれの年齢や目的、ライフステージ、ライフスタイルなどに応じて、「する」「み

る」「ささえる」など、自分に合った形でスポーツに親しむことを通して、地域の人々と

の交流や生活の質の向上など日々の生活が健康的で活力のあるものとなることが期待されま

す。 

（２）松戸市 

市民がスポーツに親しむ機会や環境を創出するため、スポーツ施設等のハード面の計

画的な整備とともに、スポーツ振興施策の展開や関係機関との連携・調整などを行って

いきます。また、計画の推進にあたっては、スポーツ課を中心として、庁内関係各課との

連携を図り、諸施策を総合的かつ計画的に推進するよう努めます。 

（３）一般財団法人松戸市スポーツ協会 

スポーツに関する行事の実施やスポーツの普及・振興に関する取組を推進し、だれも

が気軽にスポーツに親しめる環境を整えていくことが期待されます。   

 

 

 

写真挿入予定 

 

 

 

 

写真挿入予定 

 



 
      
（４）松戸市スポーツ推進委員連絡協議会 

スポーツ教室や地区大会、スポーツ・レクリエーション祭、市民運動会などの取組を行

い、各地域でスポーツを推進するとともに、行政や他の団体等と連携を図り、情報交換等

を行うことで、より良いスポーツのプログラムの提供や適切な指導を行うことが期待さ

れます。 

（５）総合型地域スポーツクラブ 

今後も、地域に密着したスポーツクラブとして、年齢や性別、障害の有無に関わらず市

民のだれもがそれぞれのニーズやレベルに合わせて、気軽に参加できるスポーツの機会

を提供していきます。 

（６）トップアスリート 

トップアスリートの活躍によって、まち全体のスポーツに対する気運が醸成されるこ

とで、まち全体が活性化されることが期待されます。また、「みる」スポーツはもちろん

ですが、「する」「ささえる」スポーツの裾野の拡大も期待されます。      
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第４章 計画の推進にあたって  
２．計画の進行管理 

本計画に基づく施策の実施に際しては、毎年の進捗状況の把握に努めるとともに、  

ＰＤＣＡサイクルによる継続的改善の考え方を基本として、推進していきます。            
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